
おはなし会（会場：中央館）       ０～２歳くらい（11:00～）            ３歳くらいから（14:00～） 

休館日       中央館  犀川・勝山館  ●全館
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みやこ町図書館だより 

ふくろうの森通信 （発行：２０２１年１２月１日 第 1０８号） 

       

       

1２月号 

■『信州・塩尻峠殺人事件』 梓林太郎(著) 徳間書店 ■

『ペッパーズ・ゴースト』 伊坂幸太郎(著) 朝日新聞出

版 ■『砂に埋もれる犬』 桐野夏生(著) 朝日新聞出版 

■『老い蜂』 櫛木理宇(著) 東京創元社 ■『倒産続き

の彼女』 新川帆立(著) 宝島社 ■『白秋秘唱』 鳥越

碧(著) 文藝春秋 ■『国萌ゆる』 平谷美樹(著) 実業

之 日 本 社   ■ 『 朝 と 夕 の 犯 罪 』  降 田 天 ( 著 ) 

KADOKAWA ■『星を掬う』 町田そのこ(著) 中央公

論新社 ■『N』 道尾秀介(著) 集英社  

  

 

 

 

 

 

 

  

■『超訳老子の言葉』 田口佳史(著) 三笠書房  ■

『復元模型で見る日本の歴史』 五味文彦(監修) 山川

出版社 ■『亡国の危機』 櫻井よしこ(著) 新潮社 

■『免疫力を高める塩レシピ』 青山志穂(著) あさ出

版 ■『野菜はやわらかく煮るほどおいしい』飛田和

緒(著) グラフィック社 ■『だいありぃ』 和田誠

(著) 文藝春秋 ■『大事なものから捨てなさい』 中

村メイコ(著)  講談社 ■『1 秒で心をつかめ。』 魚

住りえ(著)  SB クリエイティブ 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

《小説》 《その他》 

1/15は“もこもこ”のお

はなし会です。 

冬に本はいかがですか？ 

★人権週間 

12/4～12/10は「人権週間」です。 

様々な人権に関する本を集めています。 

12/18は“きのこの子”の

おはなし会です。 

            

新刊案内

各館の特設コーナーで本を紹介中。新たな本に出合えるかも？ 

※1月 9日（日）勝山館 成人式のため臨時休館 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休館日      中央館：毎週火曜日    犀川・勝山館：毎週月曜日   全館：毎月最終木曜日 

開館時間    全館 10:00～18:00   

みやこ町中央図書館 ☎33-1040   みやこ町犀川図書館 ☎42-3330   みやこ町勝山図書館 ☎32-3455 

 

 

図書館員おすすめの本 

【編集後記】 

月日が経つのは早いもので、もう令和３年が終わろう

としています。今年もコロナウイルスに振り回される

年となってしまいました。来年こそは平穏無事に一年

が過ぎていってほしいなと思います。  【Ｍａ】               

 
『サンタクロースって いるんでしょうか?』 

中村妙子（訳）東逸子（絵）偕成社（1986） 

この本は、今から 120 年ほど前のニューヨー
ク・サン新聞の社説を訳したものです。 
当時 8歳の女の子の「サンタクロース 

って、ほんとうに、いるんでしょうか」 
という質問に、「ちゃんといます」「サン 
タクロースなんていないんだという、あ 
なたのお友だちは、まちがっています。」 
とキッパリ言い切れる姿に清々しささえ 
覚えます。（ｉｉ） 

『完全版 CHANEL BOOK』 

エマ・バクスター-ライト 訳 川島 ルミ子 

さくら社（2021）        

シャネル没後 50年。彼女が考案する

服はシンプルかつ実用的である。彼女

の波乱万丈の人生、現代まで受け継が

れる魅力的な「シャネル」ブランドが

写真・イラストで辿る一冊。[凛]  

         

 

 

 

 

『神隠しの教室』 山本 悦子（文） 

          童心社（2016） 

       いじめ、児童虐待、ネグレクト 

      外国人児童が辛い思いをして「ここに

いたくない」と思っていると、神隠し

にあう。子どもたちの抱えている問題

に最後までページをめくる手が止ま

らない。感動の一冊です。   
             ［Dream］ 

『中世ヨーロッパ ファクトとフィクション』 

  ウィンストン・ブラック（著）  平凡社 

(2021) 
中世ヨーロッパ(おおよそ 476 年～

1492年)のイメージといえば、華々しい

騎士、それともペスト医師のマスクでし

ょうか。 

しかし、私たちが一般的に信じている

中世ヨーロッパのイメージが覆されるか

もしれません。   ［竜胆］ 

『カツオが磯野家を片づける日』 

渡部亜矢(著/文)  SB クリエイティブ（2021）       

 カツオが４１歳になり、実家の片づけの

事で、フネ（８０歳）と言い争いをする場

面からはじまります。「サザエさん」の磯

野家をモデルに生前整理・遺産相続がわか

りやすく、また見やすい大活字で書かれて

います。 [ま] 

 

 

 

 

 

『創竜伝 15』  田中 芳樹（著）  

講談社（2021） 

        第１巻が発売されたのが 1987

年。それから 30 年以上かけて描か

れてきた竜堂４兄弟の戦いがついに

完結！ 

        富士山は大噴火し、日本政府は機

能不全に陥り、ついに人類の未来は

４兄弟に託された・・・。 

                 [しっぽ] 
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